
前回（第５回検討会議）の振り返り

＜観光交通機能について＞
・関西圏・関東圏から白馬方面へ移動しやすい交通体系が必要
・今後も増加が見込まれるインバウンドへの対応を強化すべき
・将来的に観光流動が大きく増加する可能性も考慮が必要（★）
・大糸線を地域の観光振興に活かしたいが、冬季は運休が多いこともあり旅行商品造成等が難しい

＜生活交通機能について＞
・運休が多く通学手段として不安定（★）
・地域の人口は減少しているが、通学・買い物・通院等の生活利用は一定程度ある

＜各交通モードについて＞
・鉄道は風雨や冬季の運休が多い（★）
・鉄道の白馬方面への直通運行は、車両の能力や運転士の免許に関する課題がある
・バス交通は繁忙期の輸送力（★）や道路整備状況も考慮が必要
・DMVは輸送力や冬期運行に関する懸念が多い
・LRTやBRTは整備コストや実現性を十分考慮する必要がある

第5回検討会議まとめ
「生活交通機能」と「観光交通機能」の確保の重要性について、これまで整理してきた「目指す

姿」の方向性と大きな齟齬はなく、新規委員とも共通認識が得られた。

今後、第５回検討会議での意見も踏まえながら、鉄道高度化・バス交通・観光列車による「目

指す姿」の実現イメージの具体化と選択に向けた検討を進める。

★で示した意見については、更なる議論や検討の必要がある。

⇒①運休への対応について

②将来的な観光流動の増加や必要な輸送力について

第５回検討会議 主な委員意見

資料２
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②将来的な観光流動の増加や必要な輸送力について

〇平均的な乗車人数に対応した増加であれば、鉄道orバスのいずれも対応可能
〇一時的・局所的な利用者の増加への対応については検討が必要
（※スキーシーズンをはじめとする季節的な需要など）

鉄道 約110人/両

バス 約70人/台

【モード別の最大輸送量】 【大糸線の乗車実数データ】

大糸線（鉄道・平均） 9.5人/列車（2025実績）

大糸線（増便バス・平均） 9.1人/便（2025実績）

うち、50人以上※乗車した実績
11便（2025年度）

40便（2024年度）

【輸送規模のイメージ】
※交通分担率は変化せず、観光客の増加率等に応じて大糸線の利用者も増加すると仮定した場合

パターン① 観光客が1.２倍に増加
※小谷村総合計画KPI

求められる輸送量
約11～12人/便
最大60人/便

パターン②
観光客が３倍に増加
※日本政府観光局訪日外客統計より訪日外国人旅行者数(全国)の過去10年間増加率
（2014→2025）

求められる輸送量
約27～29人/便
最大150人/便

パターン③ 大糸線の利用者が10倍に増加
※シュプール号が運行していたピーク時と同等規模（1992）

求められる輸送量
約90～95人/便
最大500人/便
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※R7乗降調査実施期間（月４日間実施）中の最大乗車数が５０人だったことから、
５０人以上の乗車を利用者数のピークとし、その頻度の目安として実績を掲載
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